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研究成果の概要（和文）：　本研究では近代日本宗教に関する一次資料を収集して、その目次データベースを作成し、
WEBサイトによって一般公開するとともに、近世・近代宗教の出版文化や国際的な仏教ネットワーク、大学と教育、「
須弥山儀」及び「仏暦」に関する学術論文や図書を公刊した。
　とくに新たに開設したWEBサイト「近代日本の宗教雑誌アーカイヴ」では、仏教系雑誌（通宗派・浄土宗系・浄土真
宗本願寺派・真宗大谷派・天台宗・その他）、近代神社・神道雑誌（各地の神職会会報）計38誌分の目次データを掲載
することができた。ほかに報告書DVDも作成し、近代仏教の入門書も刊行予定である。

研究成果の概要（英文）：　We collected modern Japanese religious periodicals, made a database of their 
contents, and made this openly available on a website. Additionally, we published many articles and books 
on publishing culture in the early modern and modern periods, international Buddhist networks, 
universities and education, the models of Sumeru, and the Buddhist calendars.
　In particular, we published the tables of contents and other information of in total 38 modern Buddhist 
and modern Shinto shrine periodicals on a new website called "Archival Research on Religious Periodicals 
in Modern Japan." We also made a DVD report and we will publish an introductory book on modern Buddhism 
in Japan.

研究分野：宗教社会学

キーワード： 近代日本宗教史　近代宗教　アーカイヴ　出版文化　明治仏教　神職会会報　神智学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近代日本宗教史研究はその基礎データ（と

くに戦前の宗教雑誌）が全国各地の大学図書

館や研究機関等に散在し、それらを容易に閲

覧できる環境や手段がない現状にある。しか

も近代の資料は所有者の代替わりによって

散逸、消滅の危機に瀕しているものも多い。 

また、これまで、当該研究領域は近代仏教

史研究、近代神道史研究、近代キリスト教史

研究、新宗教研究等を通じて、さまざまな専

門領域ごとに行われてきた。 

こうした状況を鑑み、領域横断的な近代日

本宗教史研究の前提として、当該分野に関す

る一次資料（雑誌、書籍、名簿、書簡、写真、

書類等）のアーカイヴの整備は喫緊の課題で

あると考え、本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第 1に、第二次世界大戦

前に日本国内で刊行された宗教雑誌を収集

して、その目録と目次のデータベースを作成

し、近代日本宗教に関する一次資料のアーカ

イヴを整備することである。第 2に、それら

の資料を分析し、近代日本宗教史研究の進展

に貢献するための基礎研究を行うことであ

る。 

 具体的には、①全国各地に散在する戦前の

宗教雑誌の発掘と収集、②収集した雑誌の目

録と目次のデータベースの作成、③そのデー

タベースのデジタル化（DVD の作成）とイン

ターネットによる一般公開、④それらのデー

タを分析した研究成果を国内外の学会で発

表することである。 

 
３．研究の方法 

研究代表と研究分担者、研究協力者 25 名

が「近代宗教関係資料の収集」調査班（雑誌

所在データベースと宗教雑誌の目次データ

ベースの作成）、「近代宗教の出版文化」調査

班（近世・近代の仏教系、キリスト教系出版

文化の調査・研究）、付随的テーマの調査班

（国際的な仏教ネットワーク、大学と宗教に

関する調査・研究、その他）に分かれ、調査・

研究を実施した。とりわけ、「近代宗教関係

資料の収集」については、複数の大学や寺院

の附属図書館での近代仏教と神職会会報を

中心とする定期刊行物データの整理とその

目次データベースの作成を行った。 
 
４．研究成果 

 本研究では、以下のような成果を得た。 

 （1）「近代宗教関係資料の収集」調査班で

は、①近代日本の宗教雑誌がどの研究機関や

図書館に所蔵されているのかを調べる雑誌

所在データベースの作成と、②主要な宗教雑

誌を選択し、その目次データベースの作成に

取り組んだ。 

①については、明治仏教史編纂所編『明治

仏教史編纂所蔵目録』（明治仏教史編纂所、

1972 年）の「明治年間創刊の仏教関係」のデ

ータをもとに、明治仏教雑誌・新聞データベ

ース（DB）として、896 点の仏教新聞・雑誌

の所蔵先をインターネット上の検索手段や

所蔵目録を通じて調べることができた。その

うち、53 点は『明治仏教史編纂所蔵目録』に

未掲載の新資料である。ただし、この DB に

ついてはすべての新聞・雑誌の現物確認をす

ることができず、未完成に終わったことは反

省点である。 

 ②については、仏教雑誌として、通宗派系

の『諸宗説教案内誌』『教学論集』『令知会雑

誌』『崑山片玉』『通俗仏教』『同胞』『東亜乃

光』『仏教』、浄土宗系の『能潤会雑誌』『宗

粋雑誌』『信仰界』『緑山』、浄土真宗本願寺

系の『婦人会雑誌』（のちに『婦人雑誌』）『伝

道会雑誌』（のちに『伝道雑誌』）『三宝叢誌』

『高輪学報』『警世』『教界時事』『警世新報』

『布教叢誌』、真宗大谷派系の『教界時言』『貫

練会報』『貫練叢誌』『貫練』、曹洞宗関係の

『和融誌』『教友會雜誌』、天台宗関係の『四

明餘霞』『天台』、その他の『栽培経済問答新

誌』『十善宝窟』、近代神社・神道雑誌として、

『青森県神職会会報』『埼玉県神職会会報』



『東京府神職会公報』『東神』『愛知県神職会

会報』『岡山県神職会会報』『愛媛県神職会会

報』『福岡県神職会会報』の目次 DB を完成さ

せた。これらのデータは、WEB サイト「近代

日本の宗教雑誌アーカイヴ」を開設し、掲載

した。 

（2）「近代宗教の出版文化」調査班では、

③近世・近代の仏教系出版文化、④キリスト

教系出版文化の調査・研究を実施した。 

 ③については、江戸時代の仏教知と出版文

化の関係を寺院蔵書の調査に基づいて考察

し、その成果を引野亨輔「近世真宗学僧の「遺

書」争奪戦」（『福山大学人間文化学部紀要』

13 号、2013 年）などにまとめた。また、浄

土真宗本願寺派の近代仏教関係の資料調査

を行い、その成果を岩田真美「近代の妙好人

伝にみる女性仏教者像」（『龍谷大学論集』第

485号）などにまとめた。④についてはキリ

スト教メディアの書誌目録情報の収集・整理

を実施し、その成果は報告書に収録した。 

（3）付随的テーマの調査班では、⑤国際

的な仏教ネットワーク、⑥大学と宗教に関す

る調査・研究、⑦「須弥山儀」及び「仏暦」

の調査・研究に取り組んだ。 

⑤については、高輪仏教大学や女子文芸学

舎を対象とした明治期の本願寺派の国際派

人脈や仏教青年運動に関する史料や雑誌の

収集を行い、岩田真美「明治期の真宗にみる

新仏教運動の影響―高輪仏教大学を事例と

して―」などにまとめた。また、大阪の正徳

での宇津木二秀の史料調査、西本願寺開教

師・二十二鉄鎧の史料調査によって未発見の

数多くの史料が見つかり、その資料目録等を

作成した。⑥については、宗門系大学内の宗

学研究室において発行されていた学術雑誌

の史料調査を行い、江島尚俊他編『シリーズ

大学と宗教 1 近代日本の大学と宗教』（法蔵

館）を公刊した。⑦については、「梵暦運動」

の基礎史料・資料の整理に取り組み、横浜市

立大学・貴重書資料集成Ⅰへの寄稿やロンド

ン大学での公開講座の担当など、国内外で梵

暦関係史料の価値について発表した。 

以上、3 班による充実した調査・研究の成

果は、学術論文 49 本、学会発表 63 回、図書

34 冊として公にされた（「５．主な発表論文

等」ではこのうち、主な成果のみを掲げた）。 

なお、WEB サイト「近代日本の宗教雑誌ア

ーカイヴ」の開設、学術論文・学会発表・図

書以外にも、「プロジェクトの足跡と研究業

績一覧」「プロジェクト・メンバーの研究成

果」「近代日本の宗教雑誌の目次データベー

ス」「宇津木二秀資料」を収録した「近代宗

教のアーカイヴ構築のための基礎研究」報告

書 DVD を作成するとともに、研究分担者・研

究協力者とともに作成した近代仏教の入門

書（大谷栄一・近藤俊太郎・吉永進一編『近

代仏教スタディーズ（仮題）』法蔵館）を 2015

年度中に刊行予定である。 
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